受難節第5主日礼拝・トキメキ礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年3月22日

「あなたが必要なのです～子ろばに乗った王様～」

イザヤ書43章4節
 43:4 わたしの目にあなたは価高く、貴く／わたしはあなたを愛し／あなたの身代わりとして人を与え／国々をあなたの魂の代わりとする。

マルコによる福音書11章1～11節
11:1 一行がエルサレムに近づいて、オリーブ山のふもとにあるベトファゲとベタニアにさしかかったとき、イエスは二人の弟子を使いに出そうとして、
 11:2 言われた。「向こうの村へ行きなさい。村に入るとすぐ、まだだれも乗ったことのない子ろばのつないであるのが見つかる。それをほどいて、連れて来なさい。
 11:3 もし、だれかが、『なぜ、そんなことをするのか』と言ったら、『主がお入り用なのです。すぐここにお返しになります』と言いなさい。」
 11:4 二人は、出かけて行くと、表通りの戸口に子ろばのつないであるのを見つけたので、それをほどいた。
 11:5 すると、そこに居合わせたある人々が、「その子ろばをほどいてどうするのか」と言った。
 11:6 二人が、イエスの言われたとおり話すと、許してくれた。
 11:7 二人が子ろばを連れてイエスのところに戻って来て、その上に自分の服をかけると、イエスはそれにお乗りになった。
 11:8 多くの人が自分の服を道に敷き、また、ほかの人々は野原から葉の付いた枝を切って来て道に敷いた。
 11:9 そして、前を行く者も後に従う者も叫んだ。「ホサナ。主の名によって来られる方に、／祝福があるように。
 11:10 我らの父ダビデの来るべき国に、／祝福があるように。いと高きところにホサナ。」
 11:11 こうして、イエスはエルサレムに着いて、神殿の境内に入り、辺りの様子を見て回った後、もはや夕方になったので、十二人を連れてベタニアへ出て行かれた。

1 
　　　「あなたが必要なのです」皆さんは日々の歩みの中でこのように誰かに言うことや言われることがありますでしょうか。家庭とか職場とか学校とか地域とかで誰かから「あなたが必要なのです」と言われたらそれは非常に嬉しいことです。「ああ、私は必要とされているんだ」そのように思えると気持ちが前向きになることができますし、「よしがんばろう」という思いになることができるのです。
反対に「あなたは必要とされていない」ともし言われたとしたらどんなに気持ちが落ち込むことかと思います。例えば、大切な愛している家族から「あなたは必要ない。」「邪魔」なんてもし言われたとしたら、立ち直ることができないほどに落ち込んでしまいます。いえ、言葉に出して言われなかったとしても、家族の態度や家庭の中に自分の居場所がないとか疎外感を感じることで「わたしは必要とされてない」と感じてしまうことは非常に辛いことであり、生きて行くことに困難を覚えることすらあると思います。
マザーテレサの言葉にこのような言葉があります。
「この世の最大の不幸は、貧しさでも病気でもありません。自分が誰からも必要とされないと感じることです。」
　　私たちにとって自分の存在が必要とされていないと感じること程辛いことはありません。それは私たちの存在そのものが否定されているように思うからです。「私が死んだって誰も悲しまないだろうな」と私たちが思い詰めるならば、非常に悲しい出来事になってしまいます。
私たちは家庭で、職場で、学校で、地域で、そしてこの世において私たちは誰かから必要とされていると思えるからこそ生きて行くことができるのです。「あなたが必要なのです」たとえこの言葉を言ってもらえないとしても、自分が必要とされていると思えることが私たちの心の支えになるのです。そして、もし「あなたが必要なのです」この言葉を言ってもらえたなら、心の底からこの言葉を言ってもらえたとしたら、私たちはどんなに嬉しいことかと思います。そして、それが私たちが誰か人から言われるのももちろん嬉しいことですが、イエス様から「あなたが必要なのです」と言われたとしたら、こんなに嬉しいことはないと思うのです。

2 　
　今朝のトキメキ礼拝で私たちに与えられています聖書の箇所はマルコによる福音書11：1～11です。イエス様と弟子たちがエルサレムに入場される場面が描かれています。イエス様はこの後数日後には十字架につけられて殺されてしまいます。もちろんイエス様はそのことはすでにご存じです。自分は十字架につけられて死ななければならないことは十分にご存じ上で神殿のあるエルサレムに入場されるのです。そのエルサレムから約3キロ離れたところにあるベトファゲとベタニアにイエス様と弟子たちは差し掛かりました。エルサレムまではここから歩いても1時間程です。イエス様は二人の弟子に言われました。「向こうの村へ行きなさい。村に入るとすぐ、まだだれも乗ったことのない子ろばのつないであるのが見つかる。それをほどいて、連れて来なさい。もし、だれかが、『なぜ、そんなことをするのか』と言ったら、『主がお入り用なのです。すぐここにお返しになります』と言いなさい。」
弟子たちは不思議に思いながらもイエス様の言われたとおりに出かけていくとイエス様の言われた通り子ろばを見つけました。そしてほどいているとそこに居合わせた人から問い詰められましたが、これまたイエス様の言われたとおりに話すと許してくれたので、二人は子ろばをイエス様のもとに連れてきました。そして自分たちの服を子ろばにかけて鞍にしてイエス様はその上にお乗りになりました。子ろばに乗ったイエス様の姿を見たエルサレムの人たちは自分の服を道に敷き、野原から葉のついた枝を切って来て道に敷きました。　
そして「ホサナ。主の名によって来られる方に、／祝福があるように。
我らの父ダビデの来るべき国に、／祝福があるように。いと高きところにホサナ。」
と皆で叫びました。「ホサナ」とは「万歳」という意味の言葉です。人々は「王様万歳！」と叫んで子ろばに乗ったイエス様を大歓迎したのです。そうしてイエス様はエルサレム神殿に到着をされたのです。

3 
　それにしても不思議なのは人々が「王様万歳！」と大歓迎したイエス様が子ろばに乗っていることです。普通王様であれば立派な馬に乗って、人々は王様を見上げると思うのです。日本の時代劇や大河ドラマでもそうですが、立派な将軍や武将はかっこいい軍馬に乗って、皆を一段高い所から見下ろして、自分の力をアピールします。でも、イエス様は馬ではなくロバです。しかもロバの子の子ろばなのです。それはいったいなぜなのでしょうか。
旧約聖書のなかにゼカリヤ書という書物があります。そのゼカリヤ書9：9～10にこのように記されています（1489頁）。
「娘シオンよ、大いに踊れ。娘エルサレムよ、歓呼の声をあげよ。見よ、あなたの王が来る。彼は神に従い、勝利を与えられた者／高ぶることなく、ろばに乗って来る／雌ろばの子であるろばに乗って。
 　わたしはエフライムから戦車を／エルサレムから軍馬を絶つ。戦いの弓は絶たれ／諸国の民に平和が告げられる。彼の支配は海から海へ／大河から地の果てにまで及ぶ。」
　ここには王が高ぶることなくろばに乗ってくる、子ろばに乗ってくると記されています。そしてその王によって諸国の民に平和が告げられると言われています。
この王様こそがイエス様なのです。ロバと言うのは体の高さが90センチから150センチくらいです。子ろばだとさらに小さくなります。ですから、子ろばに乗っても普通に歩くのと目線の高さはそれほど変わりません。馬のように上から見下ろすのではなく、人々と同じ目線の高さでいやむしろ低いくらいに謙る王の姿を表すのです。イエス様は「平和の王」です。平和とはただ単に戦争がないということではなく神様が与えてくださる平和のことです。それは神様との人間との関係が正しいものとされて、神様がいつも共にいてくださると言うことです。それが聖書の言う「平和」であり、「平安」です。シャロームです。
私たち人間は神様から離れて好き勝手に生きてしまい、神様を悲しませてしまうのです。それを「罪」といいます。イエス様はその罪をご自身の十字架の死によって贖って、神様と人間との関係を正しいものにして下さるのです。そのようなイエス様の十字架の死による平和をもたらしてくれる平和の王として来られる、これから十字架にかかる救い主としての平和の王の姿がろばに乗ってエルサレムに入場されるイエス様のお姿なのです。
エルサレムの人々は王が来て下さった！王様万歳！と叫んではしゃいでいますが、そのお姿は決して人々が期待するような力によって支配する王では決してなく、へりくだる、しかも十字架の死にまで謙る救い主としてのイエス様のお姿がここに示されているのです。

4 
　それが、子ろばに乗った王様イエス様なのです。イエス様は二人の弟子たちを使いに出したときに言われました。「まだ誰も乗ったことのない子ろば」を連れて来なさいと。単なる子ろばではないのです。「まだ誰も乗ったことのない子ろば」なのです。私はここが大事なところなのかなと思いました。
　皆さんはろばって見たことがありますか。私は子どもの頃に動物園で見たことがあるような気がします。馬に比べると小柄でずんぐりむっくりで耳が長くてなんとも愛嬌のある姿です。ロバを英語で「donkey」と言いますが、「donkey」には愚か者とか頑固者という意味があります。
ただ、実際のろばは知能が高く、相手を見て態度を変えるところがある動物です。そのため信頼している人間にはよくなつく一方で、嫌いな相手から指示をされても無視したり、気分を害して1歩も歩かなくなったりすることもあります。こうした反抗的な様子が、人間から「愚か」と捉えられる原因となってしまったようです。
　そんなろばの子である子ろばが初めて人を乗せたらどうなるでしょうか。きっとパニックになったり、その場から動けなくなってしまうと思うのです。それは初めて乗せる人がイエス様であっても同じだと思うのです。イエス様だからおとなしく言うことを聞いて素直に乗せてかっぽかっぽと歩くかという決してそうではないと思います。もしかしたら最初からイエス様を乗せるのを嫌がったかもしれませんし、頑固になって途中で全く動かなくなったかもしれません。11節にはイエス様がエルサレム神殿に入って当たりの様子を見まわった後「もはや夕方になった」と記されています。最初に言いましたように、ベトファゲとベタニアからエルサレムまでは約3キロ、普通に歩けば1時間程です。それが、イエス様が「まだ誰も乗ったことのない子ろば」に乗ってエルサレムに入場したために随分と時間がかかってしまったのかもしれないのです。初めて人を乗せる戸惑いから子ろばは途中で何度も足を止めたのではないかと思います。イエス様の重みに耐えかねてフラフラとしたりぶつかったり躓いて転んだりしたのかもしれません。
「まだ誰も乗ったことのない子ろば」人を乗せたことのある子ろばならまだしもまだ誰も乗ったことのない子ろばなんて、イエス様がお乗りになるのに一番ふさわしくないと思うのです。他の人だったら「まだ誰も乗せたことのない子ろば」など誰も見向きもしないし必要としないでしょう。でも、イエス様はあえて「まだ誰も乗ったことのない子ろば」を必要とされたのです。「主がお入り用なのです」と言われ、最もふさわしくない、いわば無価値な誰からも必要とされないような小さな子ろばをあえて必要とされたのです。そして、イエス様を十字架へと運ぶ大切な主の御用に用いられたのです。
「まだ誰も乗ったことのない子ろば」ってなんだか私自身の姿に重なるなと思いました。こんな弱く小さなふさわしくない者をイエス様は愛して下さり、主の大切な御用のために十分な働きができないのに用いて下さるとはなんと感謝と共に畏れ多いことかと思うのです。「主がお入り用なのです」「わたしはあなたが必要なのです」それは「わたしはあなたのためにも十字架にかかったんだ。私はそこまでしてあなたを愛しているんだ」との大切なメーッセージだと思います。そして、「そんなふさわしくないあなたを用いるのはこの私なんだ。だから私に委ねてゆっくりでいいから歩みなさい。私の十字架と復活の愛をゆっくりとした歩みでいいから語り続けなさい。わたしに信頼して歩みなさい」なにかそのようなことを語りかけて下さっているように思いました。
そして、それは決して私だけでなく私たち一人一人にイエス様は語りかけて下さり私たちを十字架にかかるまで深く愛して下さっているのです。「まだ誰も乗ったことのない子ろば」って私たちの姿です。この世において最もふさわしくない、いわば無価値な誰からも必要とされないような愚かで頑固なそして頑なな姿って小さな小さな私たちの姿なのではないでしょうか。イエス様はそんな「まだ誰も乗ったことのない子ろば」のような私たちに対して「主がお入り用なのです」「あなたが必要なのです」「わたしの目にあなたは価高く、貴くわたしはあなたを愛している」「わたしはあなたのために十字架にかかったんだ」と声を掛けて下さるのです。そして私たちを主の御用のために豊かに用いて下さるのです。
　子ども用の讃美歌に「わたしたちはロバの子」という歌があります。
　「わたしたちはロバの子です　馬のように速く走れない
ライオンのような力なんかない　ただのちっぽけなロバの子です
だけどあなた知っていますか？　ロバが主のお役にたったこと
イエス様を背中におのせして　エルサレムにお連れしたことを
走れなくても強くなくても　いつもイエス様がいてくれます
私たちはロバの子です　神様のために 働きます」
　私たちは子ろばです。あれもできないこれもできないただの子ろばです。でも、そんな子ろばの私たちが私たちの周りにいる誰かをその背中に乗せてフラフラとしたりぶつかったり、立ち止まったりのゆっくりとした歩みであっても、途中で動けなくなるような遅い歩みであっても、イエス様の十字架と復活の愛を宣べ伝えて証しをし、十字架と復活のイエス様のもとにお連れする、そのような伝道の業に用いて下さっているのです。イエス様が私たちを用いて下さっているのです。イエス様と共に、イエス様に信頼して歩んでいきましょう。
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